
令和４年度予算編成にあたって

～危機を乗り越え、その先の未来を創造しよう～
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新型コロナウイルスの感染拡大

桑名市民の皆様へ向けて発信した
「新型コロナウイルス感染症に関する市長メッセージ」

三重県ホームページより

県内の発生状況

予期せぬ変異を繰り返すウイルスに対して、未だ予断の許さない状況

三重県まん延防止等重点措置

期間：令和３年５月９日から6月20日まで（※６月１４日以降四日市市のみ）

実施区域：三重県全域

特に重点的に対策を講じる区域 ： 桑名市、いなべ市、木曽岬町、東員町、

四日市市、菰野町、朝日町、川越町、鈴鹿市、亀山市、伊賀市、名張市



新型コロナウイルス感染拡大の動向を見極め、機動的かつ迅速に対応

第１弾！ 第３弾！

・桑名市プレミアム付き応援食事券
・利子補給制度の拡充
・マスク・消毒液の福祉・医療機関等への配布

など

・１人あたり１０万円給付（特別定額給付金）
・コールセンター設置（行政書士会の協力）
・機動的な財政出動を可能とする基金創設

など

市民の命や暮らし、地域経済を守り抜く

第２弾！

・ＰＣＲ検査における検体採取場所確保
・住居を失う恐れのある人等への支援
・離職等を余儀なくされた人への対策

など

第４弾！ 第６弾！

・市内事業者等における感染防止対策支援
・PayPayポイント還元
・プレミアム付き商品券（商工会議所）

など

第５弾！

・桑名市総合医療センターに対して病院事業
運営費特別交付金を交付
・子育て世帯向けＬＩＮＥによる申請手続き

・水道料金基本料金２期分無料化
・県・市協調の休業要請協力金
・郵便申請による証明書交付手数料無料化

など

第７弾！ 第９弾！

・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保

第８弾！

・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保
・市内医療機関の診療体制整備支援
・貸館施設のインターネット環境整備

・ＷＥＢ会議等を進めるための環境整備
・保育所等の感染防止対策
・漁業協同組合に対する販路開拓等の支援

など

第10弾！ 第11弾！

・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保
・市内医療機関による回復期の感染患者転
院受け入れを支援
・市内中小事業者への支援 など

・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保
・市内医療機関による発熱患者対応を支援

第12弾！

・PayPayポイント還元
・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保
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土地開発公社の解散

使用料等の見直し 補助金の見直し

公民連携

公共施設マネジメント行財政改革
の決断

がんばり“見える化”予算、みんなで“変わる”“変える”予算 ～職員一人ひとりが改革に尽力～
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基金（年度末現在高）の推移

財政調整基金 減債基金 その他特定目的基金

億円

危機の中で発揮した財政のチカラ

財政危機を突破し、新型コロナウイルスによる危機を乗り越えられる財政に

約11億円規模の「新型コロナウイルス感染症緊急対策基金」を創設し、安定財源確保

H16合併以降、最低値（最も改善）
H16合併以降、最高値



持続可能な未来を創造する３本の柱と
デジタル社会・グリーン社会の実現

誰一人取り残さない持続可能なまちづくり～桑名市総合計画の推進～

4

防災力の強化

市民の皆様の
命を守るための

安定した財政
基盤の確立

持続可能なまちを
創造していくための

スマート自治体
への転換

時代に対応した
サービスを市民の

皆様へ提供するための

ゼロカーボン
シティの実現

環境と経済の好循環
による持続可能な
社会の実現

デジタルファ
ーストの取組

あらゆる分野への
デジタル技術の活用
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次世代型行政サービスに向けたデジタル化加速へ

「市民サービス」「まちづくり」「行政運営」において、デジタルファーストで取り組む

－桑名市デジタルファースト宣言－

市民サービスの
デジタルファースト

まちづくりの
デジタルファースト

行政運営の
デジタルファースト



スマート防災・防犯 スマートスクール スマートハウス スマートオフィス Maas スマート農業

持続可能な未来を創るグリーン社会の実現へ

気候
変動

中長期目標 短期目標

異常
気象

地球温暖化

災害
発生

2050年までに桑名市からの二酸化炭素の実質排出ゼロを目指す

日本

市民の命と暮らしを守り、未来を創る子どもたちの為、従来の発想に捉われない手法により、
環境と経済の好循環を生み出す持続可能な社会を目指す

桑名市ゼロカーボンシティ宣言（令和３年３月）

2050年までに桑名市からの二酸化炭素の排出実質ゼロを目指す

2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロに
し、

脱炭素社会の実現を目指すことを宣言（令和２年10月）

ゼロカーボンシティの実現
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各所管が抱える事業に対して、積極的に二酸化炭素実質排出ゼロの視点を取り入れること
～できることから取り組みを～



スマホのような自治体
スマホのような自治体

デジタルファースト
のまちづくり

民間事業者との
パートナーシップ

誰一人
取り残さない支援

スマホのようなスマートで便利な自治体に

異分野連携
のシナジー

オールインワン
多機能複合化

規模を小さく
コンパクトに

縦割りを打破
ヒト・モノ・情報

のシェア

中央集権型から全員参加型の市政に 命を守ることが最優先

世界に向けて開かれたまち

桑名をまちごと『ブランド』に

こどもを３人育てられるまち

地理的優位性を活かした元気なまち

納税者の視点で次の世代に責任ある財政に

行政手続き
デジタル化
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SDGｓ持続可能なまちづくりの推進

持続可能な未来を創造するため、７つのビジョンを実現させよう！

ゼロカーボンシティ
の実現

地域住民・
コミュニティの活躍

危機を乗り越え、その先の未来を創造しよう


